
令和５年度 第１回 学校運営協議会 

令和５年５月 24日(水) 15：30～16：10 

神奈川県立旭高等学校 会議室 

委員：佐藤 豊、北瀬 淳子、阿部 力、窪田 剛久 

校長：広瀬 邦彦 副校長：桐谷 鋼哉 教頭：渡辺 克己 

職員：田中 成美(教務 G)、山口 諒(生活指導 G)、國島 嘉子(生徒支援 G) 

    佐々木 悦郎(進路支援 G)、渡邊 健(広報 G)、大西 優(管理運営 G) 

１．開会挨拶 

２．委員委嘱 

３．校長挨拶 

学校の中では学べないことも、地域の皆様とのかかわりの中で学ばせて頂いている。統廃合が決

まっているが、50周年式典も予定されており、新校に向けて大事な一年となる。学校生活は順

調にコロナ以前の生活に戻りつつある。 

４．委員紹介 

５．会長・副会長選出 

  会長  渡辺 道子 

  副会長 新井 好美 

６．協議 

  学校目標 

    教務 G   教育課程の充実と授業改善に取り組む。ICT 等も活用し、生徒がみずから学べ

る授業を。教員同士の授業の交流も増やす。 

    生活指導 G 基本的な生活習慣の確立 遅刻等に関しては、指導と支援を使いわけながら、

継続的・組織的におこなっていく。 

    生徒支援 G 自主自律の精神に基づいて、生徒が主体となる行事の場を多く設ける。教員に

よる適切な助言・支援で、生徒が達成感を味わえる行事を展開する 

        進路支援 G AGE28 プロジェクトに則りライフプランニングの育成を目標とする。 

          まずは学力から。教務 Gと連携をとりながらすすめていく 

    広報 G   学校運営協議会を充実させ、地域との連携を図り、学校運営に活かす。ホーム

ページを充実させ、学校の取り組みを積極的に発信していく。 

    管理運営 G 学校設備の整備に加え、その継続を図る。防災訓練の実施や防災倉庫のナンバ

ーキーの設置など、防災意識をさらに高める。 

  質疑・意見等 

    佐藤：教育課程に関する生徒へのアンケートにならい、生徒指導・支援にかかわるアンケー

ト項目があってもいいのではないか。学校行事等はコロナ以前に戻りつつあるが、授

業ではコロナ禍で培った ICT 教材を蓄積として活用し、またオンライン学習サービス

「スタディサプリ」なども用いながら長期的な目線での学習・進路指導の展開を。 

本校の様子 

    １学期の行事について(社会見学、中間試験)、体育大会の予定 

 ７．閉会 

次回は、式典と併せて一部書面にて開催 


